
2025年キャッチフレーズ「にこにこ笑顔はいっぽから」

いっぽでは季節の行事を大切にしています。２月と言えば，節分・豆まきです。今年も様々なことに考慮

して，新聞紙を丸めて鬼たいじ，鬼は段ボール箱です。多目的ホールで思いっきり体を動かしました。準備

は放課後等デイサービスですが，土曜日ということもあって，児童発達支援や生活介護の利用者も参加しま

した。生活介護の皆さんにとっては，お気に入りの活動だったようです。参加者のみんなが，かなり元気い

っぱい活動したので，体だけでなく鬼たいじにもけっこう効果があったと思われます。
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【多くの子どもとの交流に最適！】

２月２２日(日)10:00～13:00
駄菓子屋さん＆ストラックアウト，はっと汁!

大島オカリナの会！ 参加無料。景品あり上靴と

飲み物は持参です。他にも楽しみがたくさんあります。

【保護者等の交流・研修事業】

202６年２月２６日(木) 10:00～12:00

今回は「先輩ママの話（高校在学中のお子さん）」

佐藤牧子先生も参加です。《要予約です。》

子育て支援 参加無料

放デイの活動室には折り紙など，子

どもたちの作品がたくさん貼ってあり

ます。まるでステンドグラスのような

色彩のものもあれば，力作のぬり絵な

もあります。じっくりと落ち着いて取

り組んでいる様子がうかがえます。おたより担当者が気

になったのは写真のいやし系折り紙です。担当者はタッ

チしたのでしあわせがおとずれるはずです。｢あなたのイ

ライラを消します｣もあるのでお世話になっています。

いっぽのいいところは様々な

子どもや大人がいることです。

多目的ホールで，生活介護の人

が放デイの子を笑顔であやして

いる姿が見られました。笑顔を

何度も近づけて，相手の子ども

の方もとても喜んでいました。

みんなが笑顔になれるし，その笑顔が広がっていくこと

がいっぽのスタッフ全員の願いです。幸せが訪れました。

現在急ピッチで工事中。

もう少しで完成します。

完成後に内覧会や開設式典

等を行う予定です。全ての

手続きが終了後に利用者の募集を始めます。詳細が決ま

り次第連絡を差し上げます。国からの補助金で建てた施

設ですので，グループホームから積極的に社会参加する

という国の新しい方針に従って運営する予定です。入居

料等や具体的な内容の正式決定は後日になります。

新しいスタッフ ２月から勤務します。

Aさん:看護師。看護師としての経験が豊富です。

Bさん:児童指導員。週２回くらい勤務予定です。

Cさん:児童指導員。教員免許･保育士免許保持。

講演会のお知らせ ３月８日(日)10時～11時30分

講 師 武田康男先生（北九州市・歯学博士）

演題 「人との出会いに 感謝～希望～」

会場 福祉センター やすらぎ （鹿折です。要注意）


